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広報

2

課名：（20年度）労働委員会事務局調整課
　　　（21年度）労働委員会事務局審査調整課

　労働争議の調整や
不当労働行為の救済
制度、個別的労使紛
争のあっせん制度の
広報を県民だよりや
市町村広報を通じて
行います。

・県民だより　２回
・労政ちば　６回
・市町村広報
　　　　　２４団体

0 0

0.0
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労働争議の調整

個別的労使紛争のあっせん

内部管理業務

そ
の
他
の
事
業
・
事
務

争議行為の予告通知に係る実情調査

見直し・改善事項

当　初　予　定 結　　　　果

事　業　量　等

広報業務

○

労使紛争当事者

労使紛争当事者

委員・職員

労使紛争当事者

県民

支援・調整

支援・調整

内部管理

維持

維持

維持

支援 維持

維持

－

労使関係相談会を実施し、制度の周
知に努めました。

個別あっせん事例を示し、労働相談
センターとの連携を図りました。

19年度同様に実施しました。

維持 19年度同様に実施しました。

－
経済団体の機関報に労働委員会の
コーナーを設け広報に努めました。

　労働組合と使用者
との間で労使紛争が
生じ、自主的な解決
が困難となった場
合、労働委員会が公
平･中立の立場で、紛
争当事者双方の言い
分を聞き、紛争解決
のために必要な助力･
支援を行います。
　16～18年度の平均
処理件数は5.0件でし
た。

・取扱件数：１３件
 (すべて新規申請)

　個々の労働者と使
用者との間で労使紛
争が生じ、自主的な
解決が困難となった
場合、労働委員会が
公平･中立の立場で、
紛争当事者双方の言
い分を聞き、紛争解
決のために必要な助
力･支援を行います。
　16～18年度の平均
処理件数は5.7件でし
た。

・取扱件数：１０件

　  新規申請９件
  前年度から

　  の繰越  １件

　委員への報酬等の
支払い、予算・決算
の管理等を行いま
す。

　委員への報酬等の
支払い、予算・決算
の管理等を適切に実
施。

0 0

上と共通 上と共通

41,652 41,652

　公益事業について
争議行為の予告通知
があった場合、紛争
の早期解決を図るた
め、紛争当事者に対
し争議行為の実情を
把握するための調査
を行います。16～18
年度の平均通知件数
は5.7件でした。

上と共通 上と共通 上と共通

・取扱件数：５件

　  新規通知４件
  前年度から

　  の繰越  １件
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